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一
、
問
題
の
所
在

﹃
黒
本
本
節
用
集
﹄
で
は
︑﹁
吹
挙
﹂
に
つ
い
て
︑
以
下
の
よ
う
に
記
す
︒

　

吹
挙　
︵
右
）
ス
イ
キ
ヨ　

又
作
吹
嘘　

又
作
推
挙
︵﹃
黒
本
本
節
用
集
﹄
二

〇
六
︱
四
）

古
文
書
に
お
い
て
も
︑
こ
れ
ら
﹁
吹
挙
﹂﹁
吹
嘘
﹂﹁
推
挙
﹂
の
三
つ
の
表
記
が
同

様
の
用
法
で
用
い
ら
れ
る
現
象
が
見
受
け
ら
れ
る︶

1
︵

︒
即
ち
︑
三
表
記
は
同
一
語
の
異

な
る
表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
︒

﹃
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
﹄︵
以
下
︑﹃
日
国
﹄）
で
は
︑
三
表
記
の
意
味
に
つ

い
て
︑
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
︵
例
文
略
）︒

﹁
推
挙
・
吹
挙
﹂

 

⑴ 

官
途
や
︑
あ
る
仕
事
な
ど
に
つ
く
よ
う
に
︑
ま
た
︑
地
位
な
ど
が
昇
進
す
る
よ

う
に
取
持
つ
こ
と
︒
推
薦
︒
吹
嘘
︵
す
い
き
ょ
）︒

⑵ 

中
世
︑
他
人
の
支
配
に
属
し
て
い
る
者
が
自
分
の
名
義
で
訴
訟
す
る
時
に
︑
主

人
に
当
た
る
も
の
が
裁
判
所
に
対
し
て
取
り
次
ぐ
旨
の
書
状
を
添
付
す
る
こ

と
︒
挙
状
︒

⑶
よ
い
も
の
と
し
て
人
に
勧
め
る
こ
と
︒

﹁
吹
嘘
﹂

⑴ 

い
き
を
吹
き
か
け
る
こ
と
︒
い
き
を
吹
き
出
す
こ
と
︒
ま
た
︑
風
が
吹
く
こ

と
︒

⑵
﹁
す
い
き
ょ
︵
推
挙
）
⑴
﹂
に
同
じ
︒

⑶
﹁
す
い
き
ょ
︵
推
挙
）
⑵
﹂
に
同
じ
︒

⑷
吹
聴
す
る
こ
と
︒

ま
た
︑﹃
日
国
﹄
で
は
︑﹁
推
挙
・
吹
挙
﹂
の
語
誌
は
︑
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
︒

⑴ 

﹁
弘
治
二
年
本
節
用
集
﹂﹁
永
祿
二
年
本
節
用
集
﹂﹁
堯
空
本
節
用
集
﹂﹁
和
漢
通

用
集
﹂
な
ど
の
︑
い
わ
ゆ
る
印
度
本
類
節
用
集
に
は
﹁
吹
挙
﹂﹁
吹
嘘
﹂﹁
推

挙
﹂
の
三
表
記
が
併
挙
さ
れ
て
い
る
︒﹁
吹
嘘
﹂
は
中
古
に
よ
く
使
用
さ
れ
︑

漢
語
﹁
ス
イ
キ
ョ
︵
推
挙
・
吹
嘘
・
吹
挙
）﹂
の
漢
字
表
記
と
意
味
用
法

　
　

︱ 

文
書
用
語
の
史
的
展
開 

︱

 

鄭　
　
　

艶　

飛
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中
世
に
な
る
と
﹁
吹
挙
﹂
が
普
通
と
な
る
︒﹁
推
挙
﹂
は
中
世
後
期
以
降
増
え
︑

近
世
で
は
﹁
吹
挙
﹂
と
併
用
さ
れ
た
︒﹁
推
挙
﹂
に
定
着
し
た
の
は
明
治
後
半

の
よ
う
で
あ
る
︒

⑵ 

﹁
吹
嘘
﹂
は
︑
本
来
は
︑
息
を
吹
き
か
け
る
意
で
あ
っ
た
が
︑
中
国
で
は
︑
推

薦
す
る
意
も
あ
っ
た
︒
両
義
と
も
日
本
に
伝
来
し
︑
意
味
の
混
乱
を
避
け
る
た

め
か
︑
次
第
に
﹁
吹
挙
﹂
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
↓
す
い
き
ょ
︵
吹

嘘
）︒

﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
を
見
る
と
︑
こ
れ
ら
の
表
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い

る
︵
日
本
語
は
筆
者
訳
）︒

﹁
吹
嘘
﹂

⑴
呼
气
︒︵
息
を
吐
く
）

⑵ 

比
喻
用
力
极
小
而
成
大
事
︒︵
比
喩
用
法
︒
小
さ
い
力
で
大
き
な
こ
と
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
を
い
う
）

⑶ 

吹
气
使
冷
︐
嘘
气
使
暖
︐
吹
冷
嘘
热
可
使
万
物
枯
荣
︒︵
力
を
込
め
て
息
を
吹

き
か
け
る
こ
と
で
寒
く
す
る
こ
と
が
で
き
︑
ゆ
っ
く
り
息
を
吹
き
か
け
る
こ
と

で
暖
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
繰
り
返
す
こ
と
で
万
物
に
盛
衰
を
繰
り
返
さ

せ
る
）

⑷
指
风
吹
︒︵
風
が
吹
く
）

⑸
奖
掖
︐
汲
引
︒︵
引
き
上
げ
る
用
い
る
）

⑹
吹
捧
；
夸
口
；
说
大
话
︒︵
過
大
に
ほ
め
る
︒
ほ
ら
を
吹
く
）

⑺
谓
吹
竽
︒︵
竽
を
演
奏
す
る
）

⑻
道
教
语
︒
导
引
吐
纳
︒︵
道
教
の
言
葉
︒
導
引
吐
纳
）

﹁
推
挙
﹂

⑴
推
选
︐
举
荐
︒︵
推
選
︑
推
薦
）

⑵
劾
举
推
究
︒︵
罪
科
を
列
挙
し
て
弾
劾
す
る
）

⑶ 

又
指
两
手
推
举
︒
举
重
比
赛
方
式
的
一
种
︒︵
又
は
両
手
で
推
し
挙
げ
る
︒
重

量
挙
げ
の
一
種
で
あ
る
）

﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
に
拠
れ
ば
︑
中
国
語
で
は
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
本
来
の
︿
息
を
吹
く
﹀

の
意
で
用
い
ら
れ
る
ほ
か
︑
推
薦
の
意
味
を
含
む
︿
人
を
引
き
上
げ
て
用
い
る
﹀

︿
過
大
に
ほ
め
た
た
え
る
﹀
等
の
意
味
が
存
す
る
︒﹁
推
挙
﹂
は
︿
推
薦
﹀
の
意
で
用

い
ら
れ
る
と
同
時
に
︑︿
罪
を
弾
劾
す
る
﹀
意
で
も
用
い
ら
れ
る
︒

﹃
日
国
﹄﹃
漢
語
大
詞
典
﹄﹃
大
漢
和
辞
典
﹄︑
こ
の
三
つ
の
辞
典
の
間
に
見
ら
れ
る

用
例
に
つ
い
て
︑
そ
の
扱
い
の
ゆ
れ
を
見
て
み
る
︒

＊
甘
二

其
餌
一

者
逓
相
吹
嘘
︑
朝
廷
以
為
二

文
華
一

︵﹃
顔
氏
家
訓
﹄
名
実
）

　
こ
の
﹃
顔
氏
家
訓
﹄
に
見
ら
れ
る
﹁
吹
嘘
﹂
の
意
味
に
つ
い
て
︑﹃
日
国
﹄﹃
大
漢

和
辞
典
﹄
で
は
︑︿
あ
る
地
位
に
つ
く
よ
う
に
推
薦
す
る
﹀
例
と
し
て
用
い
て
い
る

が
︑﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
で
は
︑︿
過
大
に
ほ
め
た
た
え
る
﹀
の
例
と
し
て
使
用
し
て
い

る
︒

＊ 

咳
唾
足
三

以
活
二

枯
鱗
一

︑吹
嘘
可
三

用
飛
二

窮
羽
一

︵﹃
隋
書
﹄
儒
林
伝
・
王
孝
籍
）

﹃
日
国
﹄﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
で
は
︑
こ
の
﹃
隋
書
﹄
に
見
ら
れ
る
﹁
吹
嘘
﹂
は
︿
い

き
を
吹
き
か
け
る
こ
と
︒
い
き
を
吹
き
出
す
こ
と
︒
ま
た
︑
風
が
吹
く
こ
と
﹀
の
例

と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
︑﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
で
は
︑︿
上
へ
推
し
薦
め
る
︒
推
挙
﹀
の

意
味
を
立
て
て
い
る
︒
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漢語「スイキョ（推挙・吹嘘・吹挙）」の漢字表記と意味用法

こ
の
よ
う
に
︑﹁
吹
嘘
﹂
に
つ
い
て
︑
日
本
の
現
行
辞
典
︑
ま
た
日
中
の
漢
語
・

国
語
辞
典
の
間
に
も
ゆ
れ
が
見
ら
れ
︑
全
同
で
な
い
︒

こ
れ
ら
の
表
記
に
つ
い
て
︑
ほ
か
に
も
な
お
不
明
な
点
が
存
す
る
︒
ま
ず
︑﹁
推

挙
﹂﹁
吹
嘘
﹂
は
中
国
文
献
で
は
果
た
し
て
既
に
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の

か
︒
次
に
︑﹁
推
挙
﹂
は
漢
籍
で
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
な
ぜ
日

本
文
献
に
お
い
て
は
早
い
時
期
に
定
着
で
き
な
か
っ
た
の
か
︒
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解

決
す
べ
く
︑
日
中
両
語
に
お
け
る
﹁
推
挙
・
吹
嘘
・
吹
挙
﹂
の
使
用
状
況
を
調
べ
︑

整
理
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
︒
調
査
す
る
際
︑
以
下
の
疑
問
を
念
頭
に
置

き
︑
解
決
を
目
指
し
た
い
︒

イ
︑
中
国
文
献
に
お
け
る
﹁
推
挙
﹂﹁
吹
嘘
﹂
の
使
用
状
況

ロ
︑
日
本
文
献
に
お
け
る
﹁
推
挙
・
吹
嘘
・
吹
挙
﹂
三
表
記
の
整
理

①
﹁
推
挙
﹂
の
中
世
後
期
以
前
の
使
用
状
況

②
中
古︶

2
︵

で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
﹁
吹
嘘
﹂
の
使
用
状
況

③
﹁
吹
挙
﹂
の
成
立
経
緯

ハ
︑﹁
吹
挙
﹂
に
取
っ
て
代
わ
り
︑﹁
推
挙
﹂
が
定
着
に
至
る
要
因

二
、
現
行
の
辞
典
類
の
記
述

ま
ず
︑﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
で
は
︑
三
表
記
に
つ
い
て
︑
以
下
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ

る
︵
例
文
略
）︒

﹁
推
擧
﹂
人
を
上
へ
薦
め
上
げ
る
︒
推
薦
に
同
じ
︒

﹁
吹
嘘
﹂
⑴
い
き
を
吹
出
す
︒
⑵
相
助
け
る
こ
と
︒
⑶
上
へ
推
し
薦
め
る
︒
吹

擧
に
同
じ
︒
推
擧
︒

﹁
吹
擧
﹂
人
を
薦
め
あ
げ
る
︒
推
擧
︒
吹
嘘
︒

こ
の
う
ち
︑﹁
吹
挙
﹂
に
は
日
本
文
献
の
用
例
の
み
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒

﹃
角
川
古
語
大
辞
典
﹄
で
は
︑

﹁
吹
嘘
・
吹
舉
・
推
舉
﹂

漢
語
と
し
て
︑
息
を
吐
き
出
す
意
の
﹁
吹
嘘
﹂︵
①
）
と
︑
官
途
に
推
薦
す
る

意
の
﹁
推
挙
﹂︵
③
）
と
は
別
語
で
あ
る
が
︑
既
に
シ
ナ
で
も
混
用
さ
れ
︑
わ

が
国
で
も
︑
意
味
分
化
に
対
応
し
な
い
形
で
併
せ
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
①
に

は
︑﹁
吹
嘘
﹂
の
用
字
を
︑
②
以
下
に
は
古
く
は
﹁
吹
嘘
﹂︑
中
世
に
は
﹁
吹

挙
﹂
が
普
通
で
︑﹁
推
挙
﹂
は
中
世
末
期
以
降
ふ
え
る
と
い
う
推
移
が
見
ら
れ

る
︒
①
呼
気
を
急
に
吐
き
か
け
る
こ
と
︒
気
を
吐
く
こ
と
︒
自
然
現
象
と
し
て

風
が
吹
く
こ
と
も
︑
超
人
間
的
な
も
の
の
吐
く
息
と
見
て
︑
こ
の
語
で
表
す
こ

と
が
あ
る
︒
②
口
に
出
し
て
ほ
め
た
た
え
る
︒
優
れ
た
も
の
と
し
て
吹
聴
す

る
︒
③
官
職
そ
の
他
の
仕
事
へ
の
︑
新
任
や
昇
任
に
つ
い
て
口
き
き
を
す
る
こ

と
︒
肩
入
れ
し
て
推
薦
す
る
こ
と
︒
引
汲
︵
い
ん
ぎ
ふ
）
に
同
じ
︒
④
裁
判
用

語
︒
中
世
︑
訴
訟
を
す
る
時
に
︑
訴
人
の
主
人
に
当
る
人
が
出
す
添
え
状
︒
挙

状
︵
き
よ
じ
や
う
）
②
イ
に
同
じ
︒

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
︵
例
文
略
）︒

﹃
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
﹄
で
は
︑
以
下
の
よ
う
に
あ
る
︒
こ
こ
で

は
︑
見
出
し
に
は
﹁
吹
嘘
﹂
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
語
釈
の
中
に
は
見
え
る
︒

す
い
き
よ
﹁
吹
挙
・
推
挙
﹂

そ
の
も
の
を
す
ぐ
れ
た
も
の
と
評
価
し
て
取
立
て
る
こ
と
︒
特
に
︑
そ
の
人
を

上
の
人
に
推
薦
し
て
︑
官
職
な
ど
に
登
用
さ
れ
る
よ
う
に
は
か
る
こ
と
︵
例
文
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略
）︒

﹃
日
本
社
会
経
済
史
用
語
辞
典
﹄
は
︑
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

す
い
き
ょ　

吹
挙

漢
語
の
推
挙
︵
す
い
き
ょ
）
と
吹
嘘
︵
す
い
き
ょ
）
と
か
ら
造
ら
れ
た
中
世
日

本
の
こ
と
ば
︒
意
味
は
い
ず
れ
も
同
様
で
︑
上
位
へ
の
地
位
や
身
分
に
取
立
て

ら
れ
る
よ
う
口
添
え
す
る
と
い
う
こ
と
︑
普
通
に
は
ひ
い
き
す
る
・
推
薦
す

る
・
引
立
て
る
こ
と
を
い
う
︵
例
文
略
）︒

ま
た
同
辞
典
で
は
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
漢
籍
で
は
﹁
推
挙
﹂
と
同
義
に
使
わ
れ
︑
日
本

で
も
そ
の
用
例
が
中
世
に
み
ら
れ
︑
室
町
期
に
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
︒

紹
介
し
た
辞
典
を
見
る
と
︑
現
行
国
語
辞
典
に
お
い
て
も
︑
日
本
史
関
係
の
研
究

に
お
い
て
も
︑
概
ね
﹃
日
国
﹄
と
同
様
の
記
述
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
︒佐

藤
進
一
︵
一
九
七
一
）
に
お
い
て
︑
鎌
倉
時
代
後
期
の
あ
る
訴
状
の
解
説
に
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

吹
嘘
︑
ス
イ
キ
ョ
︒
正
し
く
は
吹
挙
︒
推
薦
︑
紹
介
︑
連
絡
な
ど
の
意
に
用

い
︑
自
己
の
権
利
の
放
棄
を
明
ら
か
に
す
る
一
定
の
法
律
的
効
力
を
持
つ
場
合

も
あ
る
︒︵
略
）︑
吹
挙
は
単
な
る
紹
介
以
上
の
申
入
れ
を
予
想
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
︒

ま
た
︑
中
世
に
お
い
て
頻
繁
に
見
ら
れ
る
﹁
吹
挙
状
・
推
挙
状
﹂
に
つ
い
て
︑

﹃
古
文
書
用
字
用
語
大
辞
典
﹄
で
は
︑
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

挙
状
と
も
い
う
︒
中
世
の
文
書
の
一
様
式
︒
下
位
の
者
か
ら
上
位
の
者
に
提
出

す
る
文
書
を
取
り
次
ぐ
場
合
︑
ま
た
︑
と
く
に
第
三
者
が
推
薦
し
て
本
人
の
申

出
に
信
用
を
高
め
る
た
め
に
出
す
文
書
を
い
う
︒

三
、
古
辞
書
に
お
け
る
記
述

﹃
前
田
本
色
葉
字
類
抄
﹄
に
︑
す
で
に
三
表
記
と
も
見
ら
れ
る
︒

吹
︵
平
）
嘘
︵
上
）　

ス
イ
キ
ヨ　

引
及
也
︵
下
畳
字
一
二
〇
オ
四
）︶

3
︵

吹
︵
平
）
舉
︵
上
）　

文
章
部
︑
用
之
︒
教
導
︵
下
畳
字
一
二
〇
オ
四
）

推
︵
平
）
舉
︵
上
）　

雑
部
︵
下
畳
字
一
二
〇
オ
六
）

ま
た
︑
中
世
及
び
近
世
の
古
辞
書
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ

る
︒﹃

下
学
集
﹄
諸
本
で
は
︑﹁
吹
嘘
﹂
の
み
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒﹃
節
用
集
﹄
諸
本
で

は
︑
以
下
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
る
︒

吹
嘘
︵
右
）
ス
イ
キ
ヨ
︵
左
）
フ
ク
イ
キ
シ
カ
ク　

或
作
吹
挙　

又
作
推
挙

︵﹃
文
明
本
節
用
集
﹄
一
一
二
七
︱
六
）

吹
挙
︵
右
）
ス
イ
キ
ヨ　

吹
嘘
︵
右
）
同　

推
挙
︵
右
）
同　

已
上
三
義
同
三

説
在
内
挙
ハ

又
ノ

子
挙
ス

外
挙
ハ

他
人
ノ

賢
キ
ヲ

挙
ス

自
挙
ハ

身
自
挙
ス

︵﹃
伊
京
集
節
用

集
﹄
一
二
九
︱
二
）

推
舉
︵
右
）
ス
イ
キ
ヨ
︵﹃
書
言
字
考
節
用
集
﹄
⑫
五
三
︱
五
）

吹
嘘
︵
右
）
ス
イ
キ
ヨ
﹁
書
言
故
事
﹂
求
薦
挙　

謂
尚
假

︱
之
力
︵﹃
書
言
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字
考
節
用
集
﹄
⑫
五
三
︱
八
）

吹
挙
︵
右
）
ス
イ
キ
ヨ
︵﹃
書
言
字
考
節
用
集
﹄
⑫
五
三
︱
八
）

﹃
和
訓
栞
﹄
で
は
︑﹁
す
ゐ
き
よ　

俗
の
口
語
に
い
ふ
は
吹
舉
也
と
い
へ
り
﹂
と
あ

る
︒ま

た
︑﹃
和
英
語
林
集
成
﹄
で
は
︑﹁
推
挙
﹂
表
記
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る︶

4
︵

︒

S
Z

I-K
IY

O

　

ス
ヰ
キ
ヨ　

推
舉
︵︵﹃
和
英
語
林
集
成
﹄
初
版
）

S
U

I-K
IY

O

　

ス
ヰ
キ
ヨ　

推
舉
︵﹃
和
英
語
林
集
成
﹄
再
版
）

S
U

IK
Y

O

　

ス
ヰ
キ
ョ　

推
舉
︵﹃
和
英
語
林
集
成
﹄
三
版
）

四
、
中
国
文
献
に
お
け
る
「
推
挙
・
吹
嘘
・
吹
挙
」

四
−
一
、「
推
挙
」
に
つ
い
て

漢
籍︶

5
︵

で
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
早
く
﹃
史
記
﹄
に
見
ら
れ
る
︒
⑴
は
﹃
日
国
﹄﹃
大
漢
和

辞
典
﹄
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒

⑴
所
推
挙
皆
廉
士
︑
賢
於
己
者
也
︒︵﹃
史
記
﹄
韓
長
孺
列
伝
）

⑵ 

及
至
其
末
︑
朋
党
比
周
︑
各
推
其
与
︑
廃
公
趨
私
︑
内
外
相
推
挙
︑
奸
人
在

朝
︑
而
賢
者
隠
処
︒︵﹃
淮
南
子
﹄
泰
族
訓
）

⑶
家
貧
︑
不
修
学
行
︑
不
爲
郷
里
所
推
挙
︒︵﹃
後
漢
書
﹄
張
法
騰
慿
度
楊
列
伝
）

⑷
於
是
推
挙
賢
才
︑
委
以
庶
政
︑︵﹃
晋
書
﹄
慕
容
廆
裴
嶷
高
瞻
）

右
四
例
で
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
︿
推
薦
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

﹁
推
挙
﹂
は
漢
訳
仏
典
に
も
見
ら
れ
る
︒

⑸ 

往
昔
劫
初
︑
大
衆
推
挙
︒
所
置
立
王
︒
世
世
相
承
︒
至
今
已
来
︒︵﹃
佛
本
行
集

経
﹄
巻
第
二
七
）

⑹ 

遷
人
逐
物
至
此
西
界
︒
推
挙
醔
豪
一

尊
立
為
レ

王
︒︵﹃
大
唐
西
域
記
﹄
巻
第
一

二
）

⑺ 

王
無
継
嗣
︒
唯
此
窮
子
︒
是
王
所
親
︒
宜
共
推
挙
作
波
羅
㮈
王
︒
統
領
四
國
︒

然
後
虐
暴
︒︵﹃
雑
宝
藏
経
﹄
巻
第
四
）

⑻ 

而
書
画
有
工
頗
愛
篇
什
︒
文
筆
之
華
時
所
推
挙
︒
美
客
貌
善
風
儀
︒
詞
弁
雅
淨

聴
者
無
撓
︒︵﹃
続
高
僧
伝
﹄
巻
第
八
）

漢
訳
仏
典
に
お
い
て
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
漢
籍
と
同
様
︿
そ
の
職
に
就
任
で
き
る
よ

う
に
お
し
あ
げ
る
﹀︑
即
ち
︿
推
薦
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

四
−
二
、「
吹
嘘
」
に
つ
い
て

﹁
吹
嘘
﹂
も
漢
籍
及
び
漢
訳
仏
典
に
多
く
見
ら
れ
る
︒
ま
ず
︑
漢
籍
の
例
を
数
例

見
て
み
る
︒

⑼ 

外
干
朝
政
︑
內
預
宴
私
︑
宗
枝
藉
其
吹
噓
︑
重
臣
仰
其
鼻
息
︑
罪
積
山
岳
︑
靡

挂
於
刑
書
︑
功
無
涓
塵
︑
已
勒
於
鍾
鼎
︒︵﹃
旧
唐
書
﹄
于
志
寧
列
伝
）

⑽ 

始
自
為
学
︑
至
於
升
朝
︑
無
朋
友
為
臣
吹
噓
︑
無
親
戚
為
臣
援
庇
︒︵﹃
旧
唐

書
﹄
元
稹
龐
厳
）

⑾ 
每
四
方
進
奏
文
表
︑
必
先
呈
力
士
︑
然
後
進
御
︑
小
事
便
決
之
︒
玄
宗
常
曰
︑

﹁
力
士
當
上
︑
我
寢
則
穏
﹂
故
常
止
於
宮
中
︑
稀
出
外
宅
︒
若
附
會
者
︑
想
望

風
彩
︑
以
冀
吹
噓
︑
竭
肝
膽
者
多
矣
︒︵﹃
旧
唐
書
﹄
高
力
士
伝
）

⑿ 

祚
退
謂
密
友
曰
︑﹁
瓊
真
偽
今
自
未
辨
︑
我
家
何
為
減
之
︒
然
主
上
直
信
李
沖
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吹
噓
之
説
耳
︒﹂
祚
死
後
三
歳
而
于
忠
死
︑
咸
以
祚
為
祟
︒︵﹃
魏
書
﹄
郭
祚
伝
）

⒀ 
逆
賊
沈
攸
之
︑
出
自
萊
畝
︑
寂
寥
累
世
︑
故
司
空
沈
公
以
從
父
宗
蔭
︑
愛
之
若

子
︑
卵
翼
吹
噓
︑
得
升
官
秩
︒
廃
帝
昏
悖
︑
猜
畏
柱
臣
︑
攸
之
貪
競
乘
機
︑
凶

忍
趨
利
︑
躬
行
反
噬
︑
請
銜
誅
旨
︒︵﹃
宋
書
﹄
沈
攸
之
臧
寅
辺
栄
程
邕
之
）

右
の
⑼
～
⒀
の
例
を
見
て
み
る
と
︑﹁
吹
嘘
﹂
に
は
︿
推
薦
﹀
の
意
味
合
い
も
含

ま
れ
て
い
る
が
︑
マ
イ
ナ
ス
的
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒

そ
れ
は
即
ち
︿
有
能
な
人
を
上
へ
押
し
上
げ
る
﹀︿
就
任
で
き
る
よ
う
に
口
利
き
す

る
﹀
の
意
だ
け
で
は
な
く
︑﹁
吹
嘘
﹂
す
る
行
為
に
対
し
て
貶
す
意
味
合
い
が
含
ま

れ
︑︿
過
大
に
ほ
め
た
た
え
て
す
す
め
あ
げ
る
﹀
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒

ま
た
︑
自
分
に
用
い
る
例
⑽
が
見
ら
れ
る
が
︑
自
分
の
た
め
に
﹁
吹
嘘
﹂
す
る
友

達
は
な
く
︑
後
ろ
盾
に
な
っ
て
く
れ
る
親
戚
が
い
な
い
︑
と
あ
り
︑
こ
れ
は
自
分
の

不
遇
に
対
す
る
揶
揄
で
あ
り
︑﹁
吹
嘘
﹂
に
よ
っ
て
朝
廷
に
上
が
っ
た
人
に
対
す
る

皮
肉
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

次
に
︑
漢
訳
仏
典
に
於
け
る
﹁
吹
嘘
﹂
を
検
討
す
る
︒

⒁ 

撫
臆
論
心
假
名
而
已
︒
吹
嘘
在
彼
悪
聞
過
実
︒
願
勿
以
禅
法
見
欺
︒︵﹃
隋
天
台

智
者
大
師
別
伝
﹄）

⒂ 

磨
鈍
策
蹇
濫
被
吹
嘘
︒
至
於
提
頓
綱
維
︒
由
来
未
悟
︒︵﹃
続
高
僧
伝
﹄
巻
第

三
）

⒃ 

然
事
高
辭
野
︒
久
懷
多
愧
︒
来
告
吹
嘘
︒
更
増
㥏
墨
︒
今
以
所
著
賛
論
十
科
︒

重
以
相
簡
︒
如
有
紕
謬
︒
請
備
斟
酌
︒︵﹃
広
弘
明
集
﹄
巻
第
二
四
）

⒄ 

異
方
秀
傑
同
禀
親
承
筆
記
玄
章
並
行
於
世
︒
余
以
不
敏
妄
忝
吹
嘘
︒
受
旨
證
文

偶
玆
嘉
会
︒︵﹃
因
明
入
正
理
論
﹄）

⒅ 

陸
沈
浮
俗
︒
盛
業
可
列
︒
而
吹
嘘
罕
遇
︒
故
集
見
勣
風
素
︒
且
樹
十
科
︒
結
成

三
帙
號
曰
続
高
僧
伝
︒︵﹃
続
高
僧
伝
﹄
序
）

⒆ 

朝
閲
真
経
宛
契
冥
牒
︒
由
是
声
名
籍
甚
遠
近
吹
嘘
︒
為
出
世
之
津
梁
︒
固
経
行

之
領
袖
︒︵﹃
宋
高
僧
伝
﹄
巻
一
四
）

⒁
～
⒄
は
︿
ほ
め
た
た
え
る
﹀
の
意
で
あ
る
が
︑
文
脈
か
ら
︿
過
大
に
ほ
め
た
た

え
て
﹀
の
意
で
︑
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

⒅
︑
⒆
は
︿
ほ
め
た
た
え
る
﹀
の
意
で
あ
る
︒

漢
訳
仏
典
に
お
い
て
は
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
︿
ほ
め
た
た
え
る
﹀
意
で
用
い
ら
れ
︑
そ

の
う
ち
︑
マ
イ
ナ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒

四
−
三
、「
吹
挙
」
に
つ
い
て

﹁
吹
挙
﹂
は
漢
籍
に
は
見
ら
れ
ず
︑
漢
訳
仏
典
に
は
字
面
と
し
て
数
例
見
ら
れ
る
︒

⒇ 

山
頭
復
有
火
炎
︒
極
高
五
千
由
旬
︒
彼
炎
吹
挙
在
空
而
焼
︒︵﹃
正
法
念
処
経
﹄

巻
第
七
）

��

風
界
三
昧
者
︒
不
分
離
身
︒
吹
挙
攀
縁
︒
無
礙
想
︒
急
疾
相
︒︵﹃
大
方
等
大
集

経
﹄
巻
四
八
）　

右
の
よ
う
に
︑
中
国
仏
典
に
お
い
て
は
︑﹁
吹
挙
﹂
は
︿︵
風
が
）
吹
き
挙
げ
る
﹀

の
意
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る︶

6
︵

︒

因
み
に
︑
日
本
の
仏
書
に
お
い
て
は
︑﹃
御
記
﹄
一
例
及
び
﹃
仙
洞
三
心
義
問
答

記
﹄
三
例
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
︑﹃
御
記
﹄
で
は
︑︿
猥
り
に
ほ
め
た
た
え
て

自
慢
す
る
﹀
と
あ
り
︑﹁
吹
挙
﹂
は
︿
過
大
な
こ
と
を
言
う
﹀
の
意
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
︒﹃
仙
洞
三
心
義
問
答
記
﹄
で
は
︑︿
推
薦
﹀
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

��

入
此
門
室
之
徒
︒
心
以
和
為
心
︒
身
以
静
為
身
︒
進
憶
正
直
︒
退
愧
諂
曲
︒
猥
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吹
挙
自
得
︒
強
謳
称
他
失
之
事
︒
放
逸
無
惨
所
為
也
︒︵﹃
御
記
﹄
守
覚
）

��
今
日
依
彼
吹
挙
被
参
決
︒
最
知
決
択
之
道
︒
可
被
糺
明
邪
正
歟
︒︵﹃
仙
洞
三
心

義
問
答
記
﹄
顕
意
）

四
−
四
、
漢
籍
に
お
け
る
三
表
記
の
使
用
状
況
の
ま
と
め

︿
推
薦
﹀
の
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る
際
︑﹁
推
挙
﹂
は
︿
推
薦
﹀
の
意
味
で
用
い

ら
れ
て
お
り
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
︿
過
大
に
評
価
し
て
︑
ほ
め
た
た
え
て
︵
推
薦
す
る
）﹀

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
︒
共
通
す
る
意
味
要
素
︿
推
薦
﹀
が

存
す
る
が
︑
意
味
評
価
で
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
プ
ラ
ス
で
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
マ
イ
ナ
ス
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
︑
両
語
の
間
に
は
評
価
性
に
お
い
て
大
き
な
違
い
が
存
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

ま
た
︑
意
味
の
重
点
と
し
て
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
︿
推
薦
・
あ
る
職
︑
官
途
に
就
任

で
き
る
よ
う
に
推
薦
す
る
﹀
に
あ
る
が
︑﹁
吹
嘘
﹂
の
場
合
は
︑︿
ほ
め
た
た
え
る
﹀

意
の
方
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
特
に
漢
訳
仏
典
の
場
合
︑︿
ほ
め
た

た
え
る
﹀
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

中
国
文
献
に
は
﹁
吹
挙
﹂
は
見
ら
れ
な
い
︒

五
、
日
本
文
献
に
お
け
る
「
推
挙
・
吹
嘘
・
吹
挙
」

五
−
一
、「
推
挙
」
に
つ
い
て

ま
ず
︑
古
文
書
に
つ
い
て
は
︑﹃
平
安
遺
文
﹄﹃
鎌
倉
遺
文
﹄﹃
南
北
朝
遺
文
﹄﹃
大

日
本
古
文
書
﹄
を
対
象
と
し
て
調
査
し
た︶

7
︵

︒
筆
者
の
調
査
し
た
範
囲
で
は
︑﹁
推
挙
﹂

の
最
も
早
い
用
例
は
�
の
天
元
二
︵
九
七
九
）
年
の
例
で
あ
る
︒﹁
推
挙
﹂
は
﹃
平

安
遺
文
﹄
に
二
例
し
か
見
ら
れ
ず
︑
鎌
倉
時
代
に
少
し
増
え
る
が
︑
南
北
朝
時
代
の

例
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
︒

��

尤
足
推
挙
︒︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
類
聚
符
宣
抄
﹄
巻
一
・
天
元
二
︵
九
七

九
）
年
二
月
一
四
日
）

��

勤
労
積
年
︑
譜
弟
勝
他
︑
推
挙
之
処
︑
旁
叶
其
理
︑
就
中
以
件
職
譲
補
弟
子
之

処
︑︵
太
政
官
符
﹃
石
清
田
中
文
書
﹄
四
二
四
・
建
久
元
︵
一
一
九
〇
）
年
）

��

於
雑
掌
者
︑
可
被
用
供
僧
推
挙
之
仁
候
之
由
︑︵
東
寺
供
僧
申
状
追
而
案
﹃
鎌

倉
遺
文
﹄
一
七
三
六
七
・
正
応
三
︵
一
二
九
〇
）
年
六
月
一
四
日
）

��

東
照
宮
様
以
御
推
挙
領
地
有
付
安
堵
被
致
候
以
来
代
々
相
続
在
之
候
処
︑︵
北

野
天
満
宮
梅
椿
坊
内
願
書
﹃
井
伊
家
史
料
﹄
万
延
元
︵
一
八
五
九
）
年
正
月
）

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
古
文
書
で
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
︑︿
引
き
上
げ
て
用
い
る
︑
あ
る

職
に
就
く
よ
う
に
推
薦
す
る
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
た
︒
江
戸
時
代
の
文
書
に
も

�
の
よ
う
に
数
例
見
ら
れ
る
が
︑
意
味
は
︿
所
領
安
堵
の
推
薦
﹀︿
訴
訟
仲
介
の
推

薦
﹀
の
意
に
な
っ
た
︒

文
書
以
外
に
見
ら
れ
る
早
い
用
例
と
し
て
は
︑﹃
雲
州
往
来
﹄
の
一
例
が
見
ら
れ

る
︒
こ
こ
で
は
︑﹁
蹴
鞠
の
催
し
の
員
数
に
加
え
る
よ
う
に
推
薦
す
る
﹂
の
意
で
あ

る
︒�

殊
加
推
挙
之
詞
恐
ヾ
謹
言
︵﹃
雲
州
往
来
﹄）

古
記
録
に
見
ら
れ
る
早
い
用
例
と
し
て
は
︑﹃
台
記
﹄
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
ま

た
︑﹃
民
経
記
﹄
に
三
例
︑﹃
経
俊
卿
記
﹄
に
三
例
︑﹃
後
愚
昧
記
﹄
に
一
例
︑﹃
建
内

記
﹄
に
二
例
見
ら
れ
る
︒
古
記
録
で
は
︑︿
官
職
に
就
任
す
る
よ
う
に
推
薦
す
る
﹀

の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
た
︒
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��
仰
任
官
之
時
︑
不
依
兄
弟
︑
依
奉
公
高
下
可
推
挙
之
由
︑︵﹃
台
記
﹄
仁
平
三

︵
一
一
五
三
）
年
九
月
一
六
日
）

��

然
而
依
富
有
之
一
事
已
立
身
︑
依
前︵
藤
原
兼
経
︶

殿
下
御
推
挙
登
庸
︑
尤
可
然
〻
〻
︑︵﹃
民

経
記
﹄
仁
治
三
︵
一
二
四
二
）
年
四
月
九
日
）

文
学
作
品
に
お
い
て
︑
得
ら
れ
た
最
も
早
い
例
は
﹃
古
今
著
聞
集
﹄
の
二
例
で
あ

る
︒
し
か
し
そ
の
後
︑﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
に
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
︑
江
戸
時
代
ま

で
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
︵
以
下
︑
文
学
作
品
に
お
け
る
例
は
︑
注
記
し
な
い
場

合
︑
岩
波
書
店
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄
を
用
い
て
い
る︶

8
︵

）︒

��

厳
重
の
成
功
に
て
︑
社
家
推
挙
し
け
れ
ば
︑
は
づ
る
べ
き
や
う
も
な
か
り
け
る

に
︑
度
々
の
除
目
に
も
れ
に
け
り
︒︵﹃
古
今
著
聞
集
﹄
巻
第
一
）

��

殿
下
は
︑
又
大
蔵
卿
宗
頼
朝
臣
を
推
挙
あ
り
け
れ
ば
︑
両
闕
と
も
に
か
な
ふ
ま

じ
げ
に
き
こ
え
け
る
を
︑︵﹃
古
今
著
聞
集
﹄
巻
第
一
五
）

��

彼
法
然
房
ニ
被
仰
含
ヘ
キ
カ
ト
諸
卿
推
挙
シ
申
ケ
レ
ㇵ
︵
慶
長
古
活
字
版
﹃
源

平
盛
衰
記
﹄
巻
二
五
）

江
戸
時
代
中
後
期
に
は
︑
文
学
作
品
に
お
い
て
再
び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

�
竹
沢
が
推
挙
に
て
尊
氏
卿
へ
︒︵﹁
神
霊
矢
口
渡
﹂﹃
風
来
山
人
集
﹄）

��

い
わ
ば
御
両
所
入
魂
の
お
蔭
．
剰
へ
今
暁
明
け
六
つ
．
御
大
身
へ
御
目
見
え
の

御
推
挙
ま
で
．
な
し
下
さ
れ
し
お
世
話
の
お
礼
．
ヤ
モ
詞
に
も
尽
さ
れ
ず
︒

︵
日
本
古
典
文
学
全
集
﹃
碁
太
平
記
白
石
噺
﹄）

��

武
太
夫
が
推
挙
の
浪
士
八
重
垣
紋
三
と
や
ら
︑
不
足
に
も
思
わ
ん
が
︑︵﹃
小
袖

曽
我
薊
色
縫
﹄）

��

其
門
人
多
く
は
近
習
に
め
し
く
は
へ
ら
れ
し
に
よ
り
て
︑
戸
田
ま
た
吉
田
を

す
ゝ
め
む
が
た
め
に
︑
村
田
を
も
推
挙
せ
し
也
︒︵﹃
折
た
く
柴
の
記
﹄）

��

其
取
扱
推
挙
に
よ
り
︑
御
奥
よ
り
内
献
し
奉
ぬ
︒︵﹃
蘭
東
事
始
﹄）

右
の
江
戸
時
代
の
文
学
作
品
に
お
い
て
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
中
古
・
中
世
で
の
意
味

と
や
や
異
な
り
︑
意
味
の
重
点
が
︿︵
下
位
の
者
を
上
位
の
者
に
）
取
り
持
つ
﹀
に

変
化
し
た
様
子
で
あ
る
︒

五
−
二
、「
吹
嘘
」
に
つ
い
て

日
本
文
献
に
お
け
る
﹁
吹
嘘
﹂
の
最
も
早
い
例
は
�
と
思
わ
れ
る
︒﹃
三
教
指
帰
﹄

で
は
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
︿
息
を
す
る
こ
と
・
風
が
吹
く
こ
と
﹀
の
意
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑

﹃
菅
家
文
草
﹄
に
三
例
︵
�
～
�
）
見
ら
れ
る
が
︑
�
︑
�
は
�
と
同
様
︑︿
息
を
す

る
こ
と
・
風
が
吹
く
こ
と
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
︑
�
は
︿
ほ
め
た
た
え
る
﹀
の
意
で

あ
る
︒

�
帶
四
天
表
︒
渺
瀰
無
測
︒
吹
嘘
萬
類
︒︵﹃
三
教
指
帰
﹄）

�
偏
愛
吹
嘘
長
養
多
︵﹃
菅
家
文
草
﹄）

�
動
欲
任
吹
嘘
︵﹃
菅
家
文
草
﹄）

�
憶
昔
吹
嘘
意
氣
温
︵﹃
菅
家
文
草
﹄）

管
見
の
限
り
︑
日
本
文
献
に
お
け
る
︿
引
き
上
げ
て
用
い
る
・
推
薦
﹀
の
意
で
用

い
ら
れ
る
﹁
吹
嘘
﹂
の
初
例
は
﹃
朝
野
群
載
﹄
の
例
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
書
状
は
大

江
匡
衡
が
大
江
定
基
を
推
薦
す
る
た
め
の
書
状
で
あ
り
︑
定
基
を
引
き
上
げ
る
よ
う

に
懇
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
平
安
時
代
後
期
及
び
院
政
時
代
に
︑﹁
吹
嘘
﹂
は

︿
推
薦
﹀
の
意
味
で
公
式
文
書
に
現
れ
︑
も
っ
ぱ
ら
こ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
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漢語「スイキョ（推挙・吹嘘・吹挙）」の漢字表記と意味用法

に
な
る
︒

��

雖
富
才
不
争
︒
大
江
定
基
︒
以
五
代
当
仁
︒
其
時
有
田
口
斉
名
︒
弓
削
持
言

者
︒
雖
工
文
不
競
︒
夫
然
則
累
代
者
見
重
︒
起
家
者
見
軽
明
矣
︒
方
今
能
公
聚

窓
之
蛍
︒
漸
照
蠢
簡
︒
過
庭
之
鯉
︒
志
在
龍
門
︒
若
不
吹
嘘
︒
何
期
成
立
︒
望

請
蒙
鴻
恩
︒
回
准
先
例
︒
早
賜
学
問
料
︒
令
継
其
箕
裘
之
業
︒
不
勝
懇
款
之

至
︒
匡
衡
誠
惶
誠
惶
謹
言
︒︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
朝
野
群
載
﹄
巻
一
三
・

長
保
四
︵
一
〇
〇
二
）
年
五
月
二
七
日
）

� 

縦
無
両
儒
之
吹
嘘
︒
何
不
挙
一
族
之
英
彦
︒︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
類
聚
符

宣
抄
﹄
巻
九
・
治
安
三
︵
一
〇
二
三
）
年
一
二
月
三
〇
日
）

� 

為
政
久
浴
恩
波
之
餘
瀝
︒
重
仰
仁
風
之
吹
嘘
︒︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
本
朝

続
文
粋
﹄
巻
八
・
長
元
二
︵
一
〇
二
九
）
年
三
月
二
三
日
）

� 

雖
有
雲
霄
之
志
︒
已
無
吹
嘘
之
人
︒︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
本
朝
続
文
粋
﹄

巻
六
・
大
治
五
︵
一
一
三
〇
）
年
一
月
）

� 

辛
勤
之
徒
︑
難
得
朝
選
吹
嘘
之
力
︑
本
寺
修
造
之
処
︑
全
無
用
途
闕
乏
之
支
︑

但
於
学
生
昇
沈
者
︑
公
家
実
被
捜
才
智
︑
則
何
必
因
吹
嘘
之
力
︑︵
官
宣
旨

﹃
東
大
寺
文
書
﹄
二
五
三
・
嘉
承
元
︵
一
一
〇
六
）
年
八
月
五
日
）

�
和
風
若
有
吹
嘘
及
︑
為
許
一
枝
折
桂
栄
︵﹃
本
朝
無
題
詩
﹄
二
二
九
藤
原
周
光
）

� 

頼
隆
モ
シ
将
来
ニ
国
器
ニ
ア
ラ
ズ
ハ
︑
齋
信
不
実
ノ
物
ヲ
吹
嘘
ス
ル
セ
メ
ヲ
カ

ウ
フ
ル
ベ
シ
ト
申
サ
レ
ケ
リ
︵﹃
続
古
事
談
﹄
五
諸
道
）

﹃
雲
州
往
来
﹄
に
﹁
吹
嘘
﹂
は
二
例
見
ら
れ
︑︿
推
薦
・
引
き
上
げ
て
用
い
る
﹀
の

意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

�
言
加
之
官
爵
之
事
只
在
吹
嘘
︵﹃
雲
州
往
来
﹄）

�
殊
望
朝
恩
僉
議
之
場
可
仰
吹
嘘
之
仁
風
也
︵﹃
雲
州
往
来
﹄）

鎌
倉
時
代
の
文
書
で
は
︑
数
例
の
み
見
ら
れ
る
︒
こ
の
う
ち
︑﹃
吾
妻
鏡
﹄
に
二

例
存
す
る
︒

��

右
︑
雖
有
一
師
之
譲
︑
可
依
諸
人
之
議
︑
是
吹
嘘
之
初
︑
涓
其
仁
而
可
補
︑
相

伝
之
後
︑
露
彼
短
而
勿
改
︒︵﹃
吾
妻
鏡
﹄
延
応
元
︵
一
二
三
九
）
年
七
月
一
五

日
）

��

設
有
譲
得
之
証
文
︒
更
雖
有
競
望
之
仁
︑
宜
依
衆
議
補
器
量
︒
不
可
任
相
伝
︑

不
可
憚
有
縁
︑
是
故
吹
嘘
之
初
︑
撰
定
其
器
︑
補
職
之
後
︑
不
怠
其
役
︒︵﹃
吾

妻
鏡
﹄
弘
長
三
︵
一
二
六
三
）
年
三
月
一
七
日
）

古
文
書
に
お
い
て
は
︑
中
古
・
中
世
を
通
し
て
見
ら
れ
︑
平
安
・
鎌
倉
時
代
で

は
︑︿
官
途
推
薦
・
引
き
上
げ
て
用
い
る
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
︑
南
北
朝
時
代
で
は
︑

�
の
よ
う
に
︑﹁
吹
挙
状
﹂
に
︿
訴
訟
の
仲
介
の
推
薦
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
る
︒

��

彼
吹
嘘
者
九
州
在
陣
之
時
之
状
也
︵
足
利
義
満
下
知
状
写
﹃
南
北
朝
遺
文
﹄
三

六
六
二
・
応
安
六
︵
一
三
七
三
）
年
七
月
一
九
日
）

古
記
録
に
お
い
て
は
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
一
五
世
紀
︵
一
四
四
一
）
の
﹃
建
内
記
﹄
に

一
例
の
み
見
ら
れ
る
︒

��

永
享
十
年
内
大
臣
昇
進
之
時
︑
忽
失
吹
嘘
空
含
愁
吟
了
︑
今
度
右
大
将
競
望
之

條
云
譜
代
云
顯
職
︑︵﹃
建
内
記
﹄
嘉
吉
一
︵
一
四
四
一
）
年
一
一
月
七
日
）
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文
学
作
品
で
は
︑
先
述
し
た
﹃
菅
家
文
草
﹄
以
降
︑
江
戸
時
代
の
漢
学
者
鵜
殿
士

寧
の
漢
詩
に
一
例
の
み
見
ら
れ
る
︒

��

付
勢
或
為
陽
喬
魚
︑
偸
合
苟
容
待
吹
嘘
︵
鵜
殿
士
寧
︵
一
七
一
〇
～
一
七
七

四
）﹁
自
嘲
﹂）

古
記
録
及
び
文
学
作
品
に
お
い
て
も
︑︿
推
薦
・
引
き
上
げ
て
用
い
る
﹀
の
意
で

用
い
ら
れ
て
い
た
︒

五
−
三
、「
吹
挙
」
に
つ
い
て

﹁
吹
挙
﹂
の
最
も
早
い
例
は
�
︑
�
と
思
わ
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
例
で
は
︑﹁
吹
挙
﹂

は
︿
そ
の
職
に
就
任
で
き
る
よ
う
に
は
か
る
こ
と
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

��

東
宮
学
士
︒
尾
張
守
︒
是
殿
下
吹
挙
之
力
也
︒︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
本
朝

文
粋
﹄
巻
七
長
保
四
︵
一
〇
〇
二
）
年
一
一
月
一
四
日
）

��

起
家
望
徳
清
明
影
︒
嗜
道
猶
求
吹
挙
音
︒︵﹃
本
朝
麗
藻
﹄
下
一
二
三
大
江
以
言

︵
一
〇
〇
四
～
一
〇
一
二
））

��

旧
風
尋
蹤
︒
偸
憶
吹
挙
於
留
侯
門
下
之
客
︒︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
本
朝
続

文
粋
﹄
巻
八
︵
一
〇
六
三
～
一
一
四
四
））

︿
推
薦
﹀
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
﹁
吹
挙
﹂
が
広
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
︑
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
︒
鎌
倉
時
代
で
は
︑﹁
吹
挙
﹂
は

�
の
よ
う
に
︑︿
地
位
を
引
き
上
げ
る
こ
と
・
官
途
や
あ
る
職
に
就
任
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
﹀
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
と
同
時
に
︑︿
所
領
安
堵
の
推
薦
﹀︑︿
訴
訟

の
仲
介
﹀
等
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
が
現
れ
る
︒
例
え
ば
例
�
は
︑﹁
右
︑
そ
の
親
︑

成
人
の
子
供
を
も
っ
て
吹
挙
せ
し
む
る
の
間
﹂
と
あ
る
が
︑﹁
推
挙
﹂
は
幕
府
へ
の

所
領
安
堵
の
推
薦
の
意
で
あ
る
︒

��

自
今
以
後
︑
任
寺
家
吹
挙
︑
以
器
量
之
輩
︑
可
令
補
任
之
由
︑︵
深
兼
奉
書
案

﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
一
四
七
一
九
・
弘
安
五
︵
一
二
八
二
）
年
一
〇
月
一
五
日
）

��

父
母
所
領
配
分
時
︑
雖
非
義
絶
︑
不
譲
与
成
人
子
息
事　

右
︑
其
親
以
成
人
之

子
令
吹
挙
之
間
︑
励
勤
厚
之
思
︑
積
労
功
之
処
︵﹃
御
成
敗
式
目
﹄
貞
永
元

︵
一
二
三
二
）
年
七
月
）

古
記
録
で
は
︑﹃
明
月
記
﹄
に
一
例
︑﹃
愚
昧
記
﹄
に
一
例
︑﹃
九
条
家
歴
世
記
録
﹄

に
一
例
︑﹃
民
経
記
﹄
に
一
例
︑﹃
経
俊
卿
記
﹄
に
二
例
︑﹃
看
聞
日
記
﹄
に
一
二
例
︑

﹃
建
内
記
﹄
に
六
例
見
ら
れ
る
︒
古
記
録
で
は
︑︿
地
位
を
引
き
上
げ
る
こ
と
・
官
途

や
あ
る
職
に
就
任
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
﹀
の
意
味
が
殆
ど
で
あ
る
︒

��

前
大
将
吹
挙
熱
田
宮
司
等
党
︵﹃
明
月
記
﹄
建
久
七
︵
一
一
九
六
）
年
四
月
一

五
日
）

��

将
亦
山
前
庄
事
︑
室
町
殿
へ
被
見
之
様
を
可
進
︑
可
有
御
吹
挙
之
由
被
仰
下

︵﹃
看
聞
日
記
﹄
応
永
二
八
︵
一
四
二
一
）
年
七
月
四
日
）

��

故
法
身
院
准
后
遠
忌
︑
誦
経
念
仏
了
︑
吹
挙
之
恩
難
忘
之
故
也
︑︵﹃
建
内
記
﹄

文
安
元
︵
一
四
四
三
）
年
六
月
一
三
日
）

ま
た
︑
既
に
見
た
よ
う
に
︑
例
�
︑
�
の
よ
う
に
﹁
吹
挙
﹂
は
院
政
期
及
び
鎌
倉

時
代
後
期
の
仏
書
﹃
御
記
﹄﹃
仙
洞
三
心
義
問
答
記
﹄
に
お
い
て
は
︑︿
推
薦
・
ほ
め

た
た
え
る
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
た
︒

文
学
作
品
に
お
い
て
は
︑
江
戸
時
代
以
前
で
は
︑﹃
太
平
記
﹄
に
四
例
︑﹃
神
皇
正
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統
記
﹄
に
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
︒︿
所
領
安
堵
の
推
薦
﹀︿
職
の
推
薦
﹀
の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
た
︒

��

告
申
候
忠
ニ
ハ
︑
一
所
懸
命
ノ
地
ヲ
安
堵
仕
ル
様
ニ
︑
御
吹
挙
二
預
リ
候
ハ

ン
︒︵﹃
太
平
記
﹄
巻
第
一
一
）

��

其
趣
ニ
随
ハ
ン
為
ニ
山
門
寺
門
ノ
貫
主
︑
宗
ヲ
改
メ
テ
衣
鉢
ヲ
持
チ
︑
五
山
十

刹
ノ
長
老
モ
風
ヲ
顧
テ
吹
挙
ヲ
臨
む
︒︵﹃
太
平
記
﹄
巻
第
二
六
）

��

近
ク
維
貞
ト
イ
ヒ
シ
モ
ノ
吹
挙
ニ
ヨ
リ
テ
修
理
大
夫
ニ
ナ
リ
シ
ヲ
ダ
ニ
イ
カ
ガ

ト
申
ケ
ル
︒︵﹃
神
皇
正
統
記
﹄）

江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
︑﹃
伽
羅
先
代
萩
﹄﹃
鎌
倉
三
代
記
﹄﹃
胆
大
心
小
録
﹄

﹃
小
袖
曽
我
薊
色
縫
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
︑﹃
椿
説
弓
張
月
﹄
に
三
例
見
ら
れ
︑
文
芸

作
品
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

��

此
義
首
尾
よ
ふ
仕
お
ふ
せ
な
ば
某
が
吹
挙
し
て
︒
侍
に
取
立
て
る
︒︵﹃
伽
羅
先

代
萩
﹄）

�
何
と
ぞ
大
庭
殿
の
御
吹
挙
願
ひ
奉
る
と
︒︵﹃
鎌
倉
三
代
記
﹄）

��

有
難
貴
殿
の
御
吹
挙
︒
拙
者
身
に
と
り
何
程
か
︑
大
慶
至
極
に
存
ま
す
る
︒

︵﹃
小
袖
曽
我
薊
色
縫
﹄）

�
か
ゝ
る
癖
者
を
吹
挙
し
て
︑︵﹃
椿
説
弓
張
月
﹄）

��

且
當
初
父
が
吹
挙
に
よ
つ
て
︑
里
之
子
に
挙
れ
た
る
に
︑
恩
を
稟
て
恩
を
思
は

ず
︑︵﹃
椿
説
弓
張
月
﹄）

江
戸
時
代
後
期
の
文
学
作
品
に
お
い
て
︑﹁
推
挙
﹂﹁
吹
挙
﹂
は
併
用
さ
れ
て
お

り
︑︿
あ
る
職
に
就
く
よ
う
に
推
薦
す
る
﹀︿
取
り
持
つ
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い

た
︒﹃
小
袖
曽
我
薊
色
縫
﹄
に
は
︑﹁
推
挙
﹂﹁
吹
挙
﹂
両
表
記
が
見
ら
れ
る
︒

六
、
ま
と
め

以
上
︑
中
国
文
献
と
日
本
文
献
に
お
け
る
三
表
記
の
使
用
状
況
を
調
査
︑
検
討
し

た
が
︑
こ
れ
ら
に
基
づ
き
︑
本
論
文
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
︑
次
の
よ
う
に
な
る
︒

イ
︑
中
国
文
献
に
お
け
る
﹁
推
挙
﹂﹁
吹
嘘
﹂
の
使
用
状
況

漢
籍
で
は
︑
得
ら
れ
た
例
を
見
る
限
り
︑﹁
推
挙
﹂
は
︿
推
薦
﹀
の
意
味
で
用
い

ら
れ
て
お
り
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
︿︵
過
大
に
評
価
し
て
）
推
薦
す
る
・
引
き
上
げ
て
用
い

る
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
た
︒
共
通
す
る
意
味
要
素
︿
推
薦
﹀
が
存
す
る
が
︑
意

味
評
価
で
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
プ
ラ
ス
で
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
マ
イ
ナ
ス
で
︑
評
価
性
が
大
き

く
異
な
る
︒
漢
訳
仏
典
に
お
い
て
も
︑
こ
の
よ
う
な
意
味
の
相
違
が
看
取
さ
れ
る

が
︑
し
か
し
︑
漢
訳
仏
典
に
お
い
て
は
︑﹁
吹
嘘
﹂
は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
合
い
が
含

ま
れ
な
い
例
も
見
ら
れ
る
︒

ロ
︑
日
本
文
献
に
お
け
る
﹁
推
挙
・
吹
嘘
・
吹
挙
﹂
三
表
記
の
整
理

① 

﹁
推
挙
﹂
は
平
安
中
期
に
︿
そ
の
職
に
就
任
で
き
る
よ
う
に
推
薦
す
る
﹀
と
い
う

意
で
公
式
文
書
に
現
れ
る
︒
鎌
倉
時
代
に
は
古
文
書
︑
古
記
録
に
お
い
て
は
少
し

増
え
る
が
︑
室
町
時
代
に
は
姿
を
消
す
︒

　

文
学
作
品
で
は
︑
鎌
倉
時
代
中
期
﹃
古
今
著
聞
集
﹄
に
二
例
︑﹃
源
平
盛
衰
記
﹄

に
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
︑
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
︑
文
芸
作
品
に
再
び
現
れ

る
よ
う
に
な
る
︒
江
戸
時
代
の
文
芸
作
品
に
お
い
て
は
︑﹁
推
挙
﹂
は
中
古
・
中

世
で
の
意
味
と
は
や
や
異
な
り
︑
意
味
の
重
点
が
︿
推
薦
﹀
か
ら
︿
取
り
持
つ
﹀

に
変
化
し
て
い
る
︒
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② 
﹁
吹
嘘
﹂
は
平
安
初
期
に
仏
典
︑
漢
詩
に
︑︿
風
が
吹
く
︑
息
を
吐
く
﹀︿
ほ
め
た

た
え
る
﹀
の
意
で
現
れ
る
が
︑
平
安
後
期
に
な
る
と
︑
公
式
文
書
に
お
い
て
は
︑

︿
引
き
上
げ
て
用
い
る
・
推
薦
﹀
の
意
味
で
用
い
ら
れ
は
じ
め
︑
鎌
倉
時
代
ま
で

も
っ
ぱ
ら
こ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
室
町
時
代
に
な
る
と
︑
文
書

に
お
い
て︿
所
領
の
安
堵
の
推
薦
﹀︿
訴
訟
の
仲
介
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
が
見

ら
れ
る
︒

　

古
記
録
で
は
︑
一
五
世
紀
の
﹃
建
内
記
﹄
に
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
︒

③ 

﹁
吹
挙
﹂
は
﹁
推
挙
﹂﹁
吹
嘘
﹂
よ
り
少
し
遅
れ
て
平
安
後
期
に
公
式
文
書
に
︿
推

薦
・
引
き
上
げ
て
用
い
る
﹀
の
意
味
で
現
れ
︑
そ
の
後
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
亘

り
︑
古
文
書
︑
古
記
録
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
︒
特
に
室
町
時
代
に
吹
挙
状
が
多
く

発
給
さ
れ
る
に
従
い
︑﹁
吹
挙
﹂
も
頻
用
さ
れ
る
︒
鎌
倉
時
代
に
︑︿
引
き
上
げ
て

用
い
る
・
推
薦
﹀
の
意
の
ほ
か
︑︿
所
領
安
堵
の
推
薦
﹀︿
訴
訟
の
仲
介
﹀
の
意
が

現
れ
︑
室
町
時
代
に
な
る
と
︑
こ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
が
増
え
る
︒

　

文
学
作
品
に
お
い
て
は
︑
中
世
に
﹃
太
平
記
﹄
に
数
例
見
ら
れ
る
の
み
で
︑
そ

の
後
江
戸
時
代
後
期
文
芸
作
品
に
現
れ
る
ま
で
見
ら
れ
な
い
︒
文
芸
作
品
に
お
い

て
は
︑﹁
推
挙
﹂
と
併
用
さ
れ
︑︿
取
り
持
つ
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
る
︒

ハ
︑﹁
吹
挙
﹂
の
成
立
経
緯

平
安
中
期
か
ら
︑︿
推
薦
﹀
の
意
の
﹁
推
挙
﹂
が
既
に
日
本
文
献
に
用
い
ら
れ
は

じ
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
同
じ
意
味
の
﹁
吹
挙
﹂
が
成
立
す
る
要
因
は
何
か
︒
確

固
た
る
根
拠
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
︑
い
く
つ
か
の
要
因
を
考
え
た
︒

①
同
音
で
あ
る
こ
と
︒

② 

﹁
吹
嘘
﹂
は
﹁
風
﹂﹁
仁
風
﹂
と
共
に
比
喩
用
法
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
︑︿
息
を
吹
き
か
け
る
こ
と
﹀
は
︿
口
添
え
を
す
る
こ
と
﹀
に
喩

え
ら
れ
︑﹁
吹
嘘
﹂
の
︿
息
を
吹
き
か
け
る
﹀︿
ほ
め
た
た
え
る
﹀
の
意
と
﹁
推

挙
﹂
の
︿
挙
げ
る
﹀
の
意
が
融
合
し
︑﹁
吹
挙
﹂
が
造
ら
れ
た
︒

③ 

推
薦
と
い
う
行
為
の
過
程
に
於
け
る
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
︑
例
え

と
し
て
︑
甲
は
推
挙
さ
れ
る
者
で
︑
乙
は
推
挙
者
で
︑
丙
は
更
な
る
上
位
者
で
あ

る
こ
と
を
仮
定
す
る
︒
乙
が
丙
に
甲
を
推
薦
す
る
過
程
に
お
い
て
︑﹁
吹
嘘
﹂
は

︿
引
き
上
げ
て
用
い
る
﹀
即
ち
︑
乙
か
ら
甲
へ
の
行
為
で
あ
る
︒﹁
推
挙
﹂
は
︿
上

位
者
へ
推
薦
す
る
﹀
即
ち
︑︿
乙
か
ら
丙
﹀
へ
の
行
為
で
あ
る
︒
甲
の
立
場
に
立

ち
︑
乙
が
丙
に
自
分
の
こ
と
を
ス
イ
キ
ョ
す
る
︑
こ
の
行
為
を
記
述
す
る
際
︑

乙
︑
丙
両
方
に
敬
意
を
表
そ
う
と
し
︑﹁
吹
挙
﹂
が
﹁
吹
嘘
﹂﹁
推
挙
﹂
よ
り
選
ば

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
︒

ニ
︑
近
世
︑﹁
吹
挙
﹂
に
取
っ
て
代
わ
り
︑﹁
推
挙
﹂
が
定
着
に
至
る
要
因

本
稿
の
考
察
で
は
︑
確
固
た
る
証
拠
は
得
ら
れ
な
っ
た
が
︑
一
つ
の
推
測
と
し

て
︑
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
︒﹁
吹
挙
﹂
は
室
町
時
代
に
お
い
て
︑
意
味
範

囲
が
広
が
り
︑
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
︑﹁
推
挙
﹂﹁
吹
嘘
﹂
は
﹁
吹

挙
﹂
に
吸
収
さ
れ
︑
姿
を
消
す
結
果
と
な
っ
た
︒
し
か
し
︑
吹
挙
状
の
発
給
が
頻
繁

に
な
る
に
つ
れ
︑﹁
吹
挙
﹂
は
︿
訴
訟
の
仲
介
﹀
の
意
で
頻
用
さ
れ
︑
定
着
す
る
に

至
っ
た
︒
近
世
︑
吹
挙
状
の
発
給
は
な
く
な
り
︑︿
推
薦
・
取
り
持
つ
﹀
の
意
味
を

表
す
時
︑︿
訴
訟
の
仲
介
﹀
の
意
味
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
﹁
吹
挙
﹂
よ
り
︑﹁
推

挙
﹂
の
方
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
︑
そ
の
使
用
頻
度
が
増
え
︑﹁
推
挙
﹂﹁
吹

挙
﹂
が
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
最
終
的
に
﹁
吹
挙
﹂
は
完
全
に
姿
を
消
し
︑

﹁
推
挙
﹂
は
再
び
︿
推
薦
﹀
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
︒

以
上
︑
本
論
文
は
近
世
ま
で
の
﹁
ス
イ
キ
ョ
﹂
の
漢
字
表
記
の
変
遷
過
程
に
つ
い

て
︑
検
討
し
た
が
︑
近
世
以
降
の
詳
細
な
使
用
状
況
に
つ
い
て
︑
今
回
は
一
部
の
辞

書
以
外
の
文
献
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
た
め
︑
な
お
課
題
が
残
っ
て
い
る
︒
今
後
︑
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﹁
ス
イ
キ
ョ
﹂
の
受
容
︑
変
遷
過
程
を
さ
ら
に
精
査
す
る
と
同
時
に
︑
近
世
以
降
の

使
用
状
況
の
解
明
に
も
取
り
組
み
た
い
︒

　

注
1
︑﹁
推
許
﹂
の
例
も
見
ら
れ
る
が
︑
数
例
の
み
で
あ
り
︑
こ
こ
で
は
検
討
対
象
と
し
な
い
︒

2
︑
本
稿
で
は
︑
中
古
は
平
安
時
代
︑
中
世
は
鎌
倉
時
代
︑
室
町
時
代
を
指
し
︑
近
世
は
江
戸

時
代
を
指
す
︒

3
︑﹃
古
語
大
鑑
﹄
に
依
る
と
︑﹁
引
及
﹂︵﹁
引
汲
﹂
と
同
語
と
考
え
る
場
合
）
は
﹁︵
人
・
物

事
を
）
自
分
の
方
に
引
き
つ
け
︑
都
合
の
よ
い
よ
う
に
推
し
量
り
取
り
扱
う
こ
と
︒
特
に
︑

論
争
・
訴
訟
な
ど
で
︑
一
方
を
弁
護
し
支
援
す
る
こ
と
﹂
の
意
で
あ
る
︒
平
安
時
代
で
は

﹁
吹
嘘
﹂
は
こ
の
意
で
用
い
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
︑﹁
吹
嘘
﹂
の
例
を
少
し
異
な
る
意
味
で

解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
︑
辞
書
の
問
題
も
関
係
す
る
の
で
︑
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
次
の
課
題
と
し
た
い
︒

4
︑
沼
本
克
明
︵
一
九
八
六
）
で
は
︑
こ
の
字
音
仮
名
遣
い
に
触
れ
て
お
り
︑﹁
実
は
︑
こ
の

仮
名
遣
い
の
範
疇
は
︑
既
に
本
書
で
問
題
に
し
た
様
に
︵
１７８
～
１７９
頁
）︑
古
く
か
ら
﹁
す
ゐ
﹂

﹁
つ
ゐ
﹂
な
ど
の
例
は
日
本
漢
字
音
の
表
記
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
︑
宣
長

の
誤
り
な
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
１７８
～
１７９
頁
の
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
様
に
︑
同
韻
の
字

が
︑
カ
ガ
行
の
場
合
の
み
﹁
ク
ヰ
﹂﹁
グ
ヰ
﹂
と
合
拗
音
で
あ
り
︑
他
は
﹁
ス
イ
﹂﹁
ツ
イ
﹂

﹁
ル
イ
﹂﹁
ユ
イ
﹂
と
表
記
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒﹃
和
英
語
林
集
成
﹄

の
例
も
同
様
で
あ
る
︒

5
︑
漢
籍
の
検
索
は
﹁
台
湾
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
献
﹂︑﹁
国
学
宝
典
﹂
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
使
用
し
︑
漢
訳
仏
典
の
検
索
は
︑﹁
大
正
新
修
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
を
使
用
し
た
︒

な
お
︑
字
体
は
原
則
的
に
新
字
体
に
統
一
し
た
︒

6
︑
中
国
仏
典
で
は
︑﹁
吹
挙
﹂
は
文
字
列
と
し
て
見
ら
れ
る
が
︑
熟
語
と
み
な
し
て
よ
い
か

は
ま
だ
疑
問
が
残
る
︒

7
︑﹃
平
安
遺
文
﹄﹃
鎌
倉
遺
文
﹄﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
の
検
索
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
︒﹃
南
北
朝
遺
文
﹄
は
手
作
業
で
調
査
し
た
︒

8
︑
古
典
文
学
作
品
の
検
索
は
︑﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
五
七
～
一
九
六

七
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵
国
文
学
研
究
資
料
館
）
を
使
用
し
た
︒

　
【
参
考
文
献
】

渥
美
か
を
る
解
説
︵
一
九
七
七
）﹃
慶
長
古
活
字
版　

源
平
盛
衰
記
﹄
古
典
資
料
類
従
所
収
︑

勉
誠
社

佐
藤
進
一
︵
一
九
七
一
）﹃
古
文
書
学
入
門
﹄
法
政
大
学
出
版
局

中
田
祝
夫
︵
二
〇
〇
九
）﹃
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
﹄
勉
誠
出
版

沼
本
克
明
︵
一
九
八
六
）﹃
日
本
漢
字
音
の
歴
史
﹄
東
京
堂
出
版

　
【
引
用
資
料
】

1
︑﹃
平
安
遺
文
﹄︵
一
九
四
七
～
一
九
六
二
）
竹
内
理
三
︑
東
京
堂
出
版

2
︑﹃
鎌
倉
遺
文
﹄︵
一
九
七
一
～
一
九
九
七
）
竹
内
理
三
︑
東
京
堂
出
版

3
︑﹃
大
日
本
古
文
書
﹄︵
一
九
〇
一
～
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

4
︑﹃
南
北
朝
遺
文
﹄︵
一
九
八
〇
～
）
東
京
堂
出
版
︑
東
京
大
学
出
版
会

5
︑﹃
大
正
新
修
大
蔵
経
﹄︵
一
九
二
四
～
一
九
三
四
）
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会

6
︑﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄︵
一
九
八
九
～
二
〇
〇
五
）
岩
波
書
店

　
【
使
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
】

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵︻
引
用
資
料
︼
１
︑
２
︑
３
）

大
正
新
修
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵︻
引
用
資
料
︼
５
）

国
学
宝
典

台
湾
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
献

国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵︻
引
用
資
料
︼
６
）
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︻
表
一
︼
日
本
文
献
に
お
け
る
﹁
推
挙
﹂

番
号
文
献
名
・
文
書
名

年
代

文
書
番
号

意
味

①
②
③
④

1
雲
州
往
来

平
安
時
代
後
期

①

2
古
今
著
聞
集
巻
一

一
二
五
四
年

①

3
古
今
著
聞
集
巻
一
五
一
二
五
四
年

①

4
源
平
盛
衰
記

鎌
倉
時
代
末
期
か

①

5
折
た
く
柴
の
記

一
七
一
六
年

④

6
蘭
東
事
始

一
八
一
五
年

④

7
蘭
東
事
始

一
八
一
五
年

④

8
蘭
東
事
始

一
八
一
五
年

④

9
碁
太
平
記
白
石
噺

一
七
八
〇
年

④

10
し
り
う
ご
と

一
八
三
二
年

④

11
神
霊
矢
口
渡

一
七
七
〇
年

④

12
小
袖
曽
我
薊
色
縫
＊
一
八
五
八
年

④

13 

小
袖
曽
我
薊
色
縫

一
八
五
八
年

④

14
小
袖
曽
我
薊
色
縫
＊
一
八
五
八
年

④

15
小
袖
曽
我
薊
色
縫
＊
一
八
五
八
年

④

16
小
袖
曽
我
薊
色
縫
＊
一
八
五
八
年

④

17
小
袖
曽
我
薊
色
縫
＊
一
八
五
八
年

④

18
夏
祭
浪
花
鑑
＊

一
七
四
五
年

④

19
名
歌
徳
三
舛
玉
垣
＊
一
八
〇
一
年

④

20
民
経
記

寛
喜
三︵
一
二
三
一
）年

二
月
二
四
日

①

21
民
経
記

寛
喜
三︵
一
二
三
一
）年

四
月
一
四
日

①

22
民
経
記

仁
治
三︵
一
二
四
二
）年

四
月
九
日

①

23
経
俊
卿
記

暦
仁
一︵
一
二
三
八
）年

一
一
月
二
三
日 

①

24
経
俊
卿
記

康
元
一︵
一
二
五
六
）年

四
月

①

25
経
俊
卿
記

文
応
一︵
一
二
六
〇
）年

九
月
四
日

①

26
後
愚
昧
記

貞
治
三︵
一
三
六
八
）年

三
月
一
四
日

①

27
建
内
記

嘉
吉
一︵
一
四
四
一
）年

八
月
二
三
日

①

28
建
内
記

文
安
一︵
一
四
四
四
）年

二
月
九
日

①

29
台
記

仁
平
三︵
一
一
五
三
）年

九
月
一
六
日

①

以
下
﹃
平
安
遺
文
﹄

30
類
聚
符
宣
抄

天
元
二︵
九
七
九
）年

二
月
一
四
日

九
三

①

31
平
野
神
社
所
蔵
文
書
永
暦
元︵
一
一
六
〇
）年

一
二
月
二
四
日

二
八
九

①

以
下
﹃
鎌
倉
遺
文
﹄

32
覚
阿
申
状

嘉
禄
二︵
一
二
二
六
）年

四
月
三
〇
日

三
四
八
三

①

33
関
東
評
定
事
書

嘉
禎
四︵
一
二
三
八
）年

九
月
二
七
日

五
三
〇
九

①

34
醍
醐
寺
僧
綱
大
法
師

等
申
状
案

文
永
一二︵
一二
七
五
）年

正
月

一
一
八
〇
三
①

35
九
條
忠
家
遺
誡
草
案
建
治
元︵
一
二
七
五
）年

六
月
九
日

一
一
九
二
五
①
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36
東
寺
供
僧
使
者
申
詞

土
代

建
治
元︵
一
二
七
五
）年
か
一
二
〇
二
〇
①

37
東
寺
供
僧
申
状
追
而

案

正
応
三︵
一
二
九
〇
）年

六
月
一
四
日

一
七
三
六
七
①

38
九
條
近
衛
兩
流
次
第 

正
応
年
中
か

一
八
三
一
四
①

39
相
模
極
楽
寺
長
老
順

忍
四
十
九
日
回
向
文
嘉
暦
元︵
一
三
二
六
）年
か

九
月
二
八
日

二
九
六
一
五
①

40
益
性
法
親
王
書
状

嘉
暦
二︵
一
三
二
七
）年
か
三
〇
〇
一
六
①

41
某
書
状

元
弘
元︵
一
三
三
一
）年

九
月

三
一
五
九
九
①

42
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案
元
弘
三︵
一
三
三
三
）年

一
〇
月
一
日

三
二
五
九
一
①

注
： 

イ
︑
意
味
①
推
薦
︵
地
位
を
引
き
上
げ
て
用
い
る
・
官
途
や
あ
る
職
に
就
任
で

き
る
よ
う
に
推
薦
す
る
こ
と
）
②
所
領
安
堵
の
推
薦
③
訴
訟
の
仲
介
︵
他
人
の

支
配
に
属
し
て
い
る
者
が
自
分
の
名
義
で
訴
訟
す
る
時
に
︑
主
人
に
当
た
る
も

の
が
裁
判
所
に
対
し
て
取
り
次
ぐ
旨
の
書
状
を
添
付
す
る
こ
と
︒
挙
状
︒）
④

取
り
持
つ
︒
ロ
︑﹁
＊
﹂
が
つ
い
て
い
る
近
世
文
芸
作
品
の
例
は
︑
底
本
で
は

仮
名
表
記
と
な
っ
て
お
り
︑
校
注
者
が
漢
字
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
︒
以
下

同
︒
ハ
︑
古
文
書
・
古
記
録
以
外
は
陽
暦
の
み
記
す
︒ 

 ︻
表
二
︼
日
本
文
献
に
お
け
る
﹁
吹
嘘
﹂

番
号
文
献
名
・
文
書
名

年
代

文
書
番
号

意
味

①
②
③
④
⑤
⑥

1
三
教
指
帰
巻
第
二

七
九
七
年

①

2
菅
家
文
草
巻
第
三

九
〇
〇
年

①

3
菅
家
文
草
巻
第
四

九
〇
〇
年

①

4
菅
家
文
草

九
〇
〇
年

①
②

5
本
朝
無
題
詩

一
一
二
四
年

①

④

6
自
嘲

一
七
一
〇
～
一
七
七
四
年

④

7
続
古
事
談

一
二
一
九
年

④

8
雲
州
往
来
巻
上
三
二
平
安
時
代
後
期

④

9
雲
州
往
来
巻
中
八

平
安
時
代
後
期

④

10
建
内
記

嘉
吉
一︵
一
四
四
一
）年

一
一
月
七
日

④

以
下
﹃
平
安
遺
文
﹄

11
朝
野
群
載

長
保
四︵
一
〇
〇
二
）年

五
月
二
七
日

一
二
一
五

④

12
類
聚
符
宣
抄

治
安
三︵
一
〇
二
三
）年

一
二
月
三
〇
日

一
一
一
四

④

13
本
朝
続
文
粋

長
元
二︵
一
〇
二
九
）年

三
月
二
三
日

七
二
八

④

14
百
巻
本
東
大
寺
文
書
嘉
承
一︵
一
一
〇
六
）年

八
月
五
日

一
六
六
二

④

15
本
朝
続
文
粋

大
治
五︵
一
一
三
〇
）年

一
月

五
〇
九

④

16
朝
野
群
載

天
承
一︵
一
一
三
一
）年

二
月
一
三
日

二
〇
七

④

17
朝
野
群
載

未
詳

二
三
一

④
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18
政
事
要
略

未
詳

二
八
五
二

④

19
本
朝
続
文
粋

未
詳

七
二
六

④

20
本
朝
続
文
粋

未
詳

八
〇
三

④

21
本
朝
続
文
粋

未
詳

八
〇
七

④

22
本
朝
続
文
粋

未
詳

八
一
〇

④

23
本
朝
続
文
粋

未
詳

一
〇
二
九

④

以
下
﹃
鎌
倉
遺
文
﹄

24
吾
妻
鏡

延
応
元︵
一
二
三
九
）年

七
月
一
五
日

五
四
五
二

④

25
吾
妻
鏡

弘
長
三︵
一
二
六
三
）年

三
月
一
七
日

八
四
九
一

④

26
金
剛
峯
寺
年
預
置
文
文
永
八︵
一
二
七
一
）年

七
月

一
〇
八
五
六

④

27
顕
辨
四
十
九
日
佛
事

廻
向
文

元
徳
三︵
一
三
三
一
）年

六
月
一
一
日

三
一
四
四
二

④

以
下﹃
南
北
朝
遺
文
﹄

28
細
川
頼
之
某
書

応
安
五︵
一
三
七
二
）年

一
一
月
一
四
日

三
六
三
七

⑥

29
細
川
頼
之
某
書

応
安
五︵
一
三
七
二
）年

一
一
月
一
四
日

三
六
三
八

⑤

30
細
川
頼
之
某
書
案

応
安
五︵
一
三
七
二
）年

一
二
月
一
四
日

三
六
四
四

⑤

31
細
川
頼
之
某
書

応
安
六︵
一
三
七
三
）年

四
月
二
八
日

三
六
五
七

⑤

32
足
利
義
満
下
知
状
写
応
安
六︵
一
三
七
三
）年

七
月
一
九
日

三
六
六
二

⑥

注
： 

イ
︑
意
味
①
息
を
吹
き
だ
す
②
ほ
め
た
た
え
る
③
嘘
を
言
う
④
推
薦
︵
地
位
を

引
き
上
げ
て
用
い
る
・
官
途
や
あ
る
職
に
就
任
で
き
る
よ
う
に
推
薦
す
る
こ

と
）
⑤
所
領
安
堵
の
推
薦
⑥
訴
訟
の
仲
介
︵
他
人
の
支
配
に
属
し
て
い
る
者
が

自
分
の
名
義
で
訴
訟
す
る
時
に
︑
主
人
に
当
た
る
も
の
が
裁
判
所
に
対
し
て
取

り
次
ぐ
旨
の
書
状
を
添
付
す
る
こ
と
︒
挙
状
︒）
ロ
︑﹃
政
事
用
略
﹄
の
例
は

﹃
白
氏
文
集
﹄
の
引
用
で
あ
る
︒
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漢語「スイキョ（推挙・吹嘘・吹挙）」の漢字表記と意味用法

︻
表
三
︼
日
本
文
献
に
お
け
る
﹁
吹
挙
﹂

番
号
文
献
名

年
代

文
書
番
号

意
味

①
②
③
④

1
太
平
記
巻
一
一

一
三
六
八
～
一
三
七
五
年

②

2
太
平
記
巻
二
三

一
三
六
八
～
一
三
七
五
年

①

3
太
平
記
巻
二
六

一
三
六
八
～
一
三
七
五
年

①

4
太
平
記
巻
三
六

一
三
六
八
～
一
三
七
五
年

①

5
神
皇
正
統
記

一
三
三
九
年

①

6
伽
羅
先
代
萩
＊

一
六
五
八
～
一
六
七
三
年

④

7
胆
大
小
心
録

一
八
〇
八
年

④

8
鎌
倉
三
代
記

一
七
一
六
年

④

9
小
袖
曽
我
薊
色
縫
一
八
五
九
年

④

10
椿
説
弓
張
月

一
八
〇
七
～
一
八
一
一
年

④

11
椿
説
弓
張
月

一
八
〇
七
～
一
八
一
一
年

④

12
椿
説
弓
張
月

一
八
〇
七
～
一
八
一
一
年

④

13
英
草
紙

一
七
四
九
年

①

14
英
草
紙

一
七
四
九
年

④

15
近
世
説
美
少
年
録
一
八
二
九
～
一
八
三
二
年

①

16
九
条
家
歴
世
記
録
貞
永
一
︵
一
二
三
二
）
年

①

17
愚
昧
記

治
承
一
︵
一
一
七
七
）
年

①

18
民
経
記

仁
治
三
︵
一
二
四
二
）
年

①

19
経
俊
卿
記
︵
二
例
）
宝
治
一
︵
一
二
四
七
）
年

①

20
看
聞
日
記
︵
八
例
）
応
永
二
四︵
一
四
一
七
）年
～

永
享
五︵
一
四
三
二
）年

①

21
建
内
記
︵
六
例
）
嘉
吉
三︵
一
四
四
三
）年
～

文
安
四︵
一
四
四
七
）年

①

以
下
﹃
平
安
遺
文
﹄

22
本
朝
文
粋

長
保
四
︵
一
〇
〇
二
）
年

一
一
月
一
四
日

六
二
八

①

23
本
朝
続
文
粋

未
詳

七
三
九

①

注
： 

イ
︑
意
味
①
推
薦
︵
地
位
を
引
き
上
げ
て
用
い
る
・
官
途
や
あ
る
職
に
就
任
で

き
る
よ
う
に
推
薦
す
る
こ
と
）
②
所
領
安
堵
の
推
薦
③
訴
訟
の
仲
介
︵
他
人
の

支
配
に
属
し
て
い
る
者
が
自
分
の
名
義
で
訴
訟
す
る
時
に
︑
主
人
に
当
た
る
も

の
が
裁
判
所
に
対
し
て
取
り
次
ぐ
旨
の
書
状
を
添
付
す
る
こ
と
︒
挙
状
︒）
④

取
り
持
つ
︒
ロ
︑﹃
鎌
倉
遺
文
﹄﹃
南
北
朝
遺
文
﹄
に
つ
い
て
は
︑
用
例
数
が
多

い
た
め
︑
全
部
列
挙
で
き
な
か
っ
た
が
︑
意
味
に
つ
い
て
は
︑
①
②
③
の
意
が

看
取
さ
れ
る
︒
今
後
こ
れ
ら
の
文
書
例
に
つ
い
て
更
に
精
査
し
て
い
き
た
い
︒ 

︹
付
記
︺
本
稿
は
︑
平
成
二
七
年
八
月
一
日
︑
第
一
一
〇
回
漢
字
漢
語
研
究
会
︵
於

早
稲
田
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
発
表
会
の
席
上
︑

野
村
雅
昭
先
生
を
は
じ
め
︑
笹
原
宏
之
先
生
︑
橋
本
行
洋
先
生
︑
新
野
直
哉
先
生
よ

り
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
︑
本
稿
の
内
容
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
る
︒
ま
た
︑
山
本
真
吾
先
生
に
は
始
終
ご
指
導
い
た
だ
き
︑
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
︒




